
２０２４（令和６）年度事業報告  

2024年 4月 1日～2025年 3月 31日特定非営利活動に係る事業 

 

１ 事業の方針 

  今年度も障がいのある人とその家族の地域生活に係るニーズに応えるとともに、特別支援教育担当

者の支援に努め、地域福祉の増進ならびに人権の擁護に寄与するという方針の下に活動してきました。 

しかし、2020 年度以来新型コロナウイルス感染症の蔓延により事業の運営は大きな影響を受けてき

ましたが、2024年度もまだ事業の落込みから立ち直ることは難しく、厳しい状況が続いています。 

 

２ 事業内容 

１）特定非営利活動に係る事業 

  （１）障がいのある人とその家族への人権・教育・生活等に関する相談事業 

     人権・教育・生活等に関する相談事業（自主事業） 

     ・内容：人権擁護、就学、進学、就労、事業、支援制度の利用、生活などに関する相談を受 

け、他の関係諸機関と連携をとりながら、個々の課題解決に向かえるように支援して 

きました。 

・日時：通年 週 1回（火曜日を予定）火曜日以外も必要に応じて随時対応。  

     ・場所：サポートハウス「わにの家」（川崎市中原区今井南町３２番１１号） 

     ・従事者人員：２人        

     ・受益対象者：障がいのある当事者とそのご家族、教員、福祉関係事業所等。 

     ・支出額： ０円 

  （２）障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援する法律（以下 障害者総合支援法と記述） 

に基づく指定行動援護事業 （市指定事業 2018年度後期より実施） 

      ・内容 強度行動障害のある人たちの外出支援、移動等に必要な情報提供をしてきました。 

      ・日時 利用者の要望に応じて随時       

     ・場所 原則として川崎市内。必要に応じて市外近域。 

     ・従事者人員 １２人 (行動援護従業者養成研修の修了者) サービス提供責任者１人 

     ・対象者 行動援護が支給決定されている人 １５人 （行動援護対象者は次第に漸増）  

     ・支出額：５，１７８，６１２円 

 （３）地域での生活、自立活動、地域活動等の支援に関する事業 

    ① 日中一時支援事業（川崎市指定事業）障害児者一時預かり） 

     ア）サポートハウスわにの家（幼児・小学生） 

     ・内容：利用児の状況、希望に応じて生活・遊び・学習などの活動に寄り添い、一人ひとりに即 

した発達の支援に努めます。併せて、感染症等の予防、健康と安全に日々配慮します。 

     ・日時：幼児 原則として毎週月・火・水・金曜日１０：００～１２：３０   

      第１・３土曜日１０：００～１３：３０      

実施計画日数：年間２１１日  実施日数：３７日  

＊２０２４年度は平日利用の幼児がほとんどいなかったため、月２回実施程にとどまった。 

     小学生 原則として毎週月～金曜日 放課後～１７：００ 火曜日 ～１８：００ 

      実施予定日：年間２３６日  実施日数：２３５日    
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      休日活動：月２回～３回 日曜日・祝日および学校の長期休暇中 

      １０：００～１６：００  年間予定３０日 実施：３１日 

・場所：第２サポートハウス(今井南町３２番１２号コーポ井上１Ｆ)及び周辺の公園など 

・従事者人員：１３人(預かる児童数に応じて１対１)＋事務専任１人。 

・対象者：３歳～小学６年生 ＊状況に応じて３歳以下、中学生にも対応 

         （特別な配慮、発達支援が必要な児童で医療ケアを必要としない人。病弱児・肢体 

不自由児を含む。地域生活支援受給者証の保持者） 

     ・定員：１回の預かり定員。幼児６人。小学生９人。 

     ・支出額 １４，３１１，５１９円               

イ）サポートハウスわにの家（成人）            

・内容：決まった生産活動は行わないが、円滑な日常生活を営むために、わにの家の利用が  

相当と認められる人について、日中一時支援を提供。活動内容は日々利用者と相談し 

ながら軽作業、食事づくりなど対応しました。 

・場所：サポートハウス「わにの家」（第１ハウス１階）  

・実施日：週１回月曜日 ９：００～１６：００ 年間予定：４０日  実施：２０日 

    ＊９月に利用者の就労先が決まったため、成人活動は休止となりました。 

・当面の利用者：１人      

       ・従事者：専任 １人     

      ・対象者：他に適した日中活動の場がなく、支援を必要する人。 

      ・支出額：ア）の幼児・小学生の事業に含む 

     ② 地域生活支援事業（川崎市指定事業） 移動支援・移動支援（通学通所）・あんしんサポート     

      ・内容：公的機関の利用や社会参加のための外出、通学・通所などの付添、および家庭や自

宅周辺での見守り・相談など、一人ひとりのニーズに応じて地域での安全で充実した

生活を支援するため、年間を通じてサポーターを派遣しました。 

      ・日時：年間随時 利用者の希望に応じて（原則として８：００～２０：００） 

        利用者の受給者証およびサービス利用計画書に位置づけられた内容・時間帯の支援。 

・場所：川崎市全域    

      ・従事者：ヘルパー資格保持者またはサポーター養成研修講座修了者で、法人が適切と認め、 

登録者証を発行した支援者が原則として１対１で対応。移動支援は１対４まで対応可。 

その他 コーディネーター１人、事務担当者５人＋月々のサポーター約８５人 

      ・対象者：原則として小学生以上の川崎市在住者。  

         身体障害者手帳、療育手帳等保持者および療育機関等で必要を認められた人 

・支出額：２０，５７６，６２４円     

   ③  ふれあいガイド（企画型）＝那須ツアー ほか 

      ・内容：野外活動ホーム那須わになろうの家等を活用して、豊かな自然の中で仲間と協力し 

あい自立的な生活を体験することを目的に、年間２回のツアーを実施しました。 

那須ツアーでは企画・運営に利用者も主体的に参加できるよう事前の企画会議も行 

いました。 

      ・日時：第１回 ７月１３日（土）～１４日（日）１泊２日 利用者１１人、支援スタッフ６人 

第２回 ９月１４日（土）日帰り 利用者・家族１８名、支援スタッフ・ボランティア１２人 

     ・場所：第１回 那須わになろうの家（那須郡那須町豊原丙高津道東 3080-5） 
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             交通手段：レンタカー（マイクロバス） 

第２回 ソレイユの丘（横須賀市長井４） 

    交通手段：川崎市福祉バス（観光バス きぼう号）   

・従事者：各回６～１２人       

・対象者：第 1回 身辺生活が自立している中学生以上の障がいのある本人のみ 

     第２回 小学生以上（小学生は家族あるいは付添同伴） 

・支出額：４３５，３８８円  

    ④ フリーサポート事業（自主事業） 

・内容：家族が諸事情で介護できない、現行の公的制度の利用が認められないなどの事情が 

ある人たちへの支援をご家族・当事者の合意のもとにフリー契約のうえ支援しました。 

・日時：原則として 8:00～17:00 必要に応じて相談 

・場所：利用者の希望されるところ  

・従事者：利用者数に応じて１対１       

・対象者：支援を必要としている３歳以上の人     

・支出額：車送迎の場合、福祉有償運送事業に組込。他は地域生活支援事業で一括。 

    ⑤ ファミリーサポート事業（川崎市指定事業） 

   ・内容：療育センターと連携し、障がい児の子育てに困難を抱える家庭を支援します。当面、  

利用を継続されている１名の支援にあたりましたが、利用者本人の成長発達を検討し、 

年度途中からあんしんサポートに切り替えて支援を続けました。 

     ・従事者：この事業の従事者として研修を受けた者 １回に１人派遣  

     ・対象者：地域療育センターより必要を認められ、利用を希望される子どもとその家族。 

開始時小学校１年の９月まで。１件週１～３回派遣、約３ヶ月に１回モニタリ 

ング実施。 

     ・支出額：経費は地域生活支援事業で一括管理    

    ⑥ 就学前の子どもの発達支援セミナー 

     ・内容：従来実施してきた保護者セミナーの名称が 2021年度から変わりました。2017年度よ 

り始まった中原区保健福祉センターの主催する「子どもの発達支援セミナー」へ協力

し、必要なスタッフを派遣しました。 

     ・日時：原則として毎月第２金曜日 １０：００～１２：００    

      年間実施回数 ８回  年間延べ利用者予定数 ５０人 

        ＊予定は９回であったが１月は参加者がいなかったため休止 

     ・場所：中原区役所保健福祉センター   ・従事者：各回４人     

     ・対象者：保育園・幼稚園に通園している子どもの保護者で子育てに不安のある人 

     ・支出額： ０円 ＊費用はわになろう会を経由しない。 

    ⑦ 野外活動ホーム那須わになろうの家運営事業   

・内容：1995年に開設した施設を、その趣旨に則り管理・運営し、家族やグループなどに自 

立生活、余暇活動の場として提供を続けてきました。３０年の借地契約期間は 2024年 

10月で終了し、土地所有者の遠藤様とも話し合いの結果、1月末に株式会社ナスノナ 

スに売却しました。売却に当たり浄化槽、和室天井張り替えや床の張り替えなどの出 

費をしましたが、今後「民泊」を開業される予定です。 

・日時：通年 随時  ・場所：栃木県那須郡那須町豊原丙高津道東 3080-5   
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・従事者：常駐管理人なし 清掃等自主管理  利用コーディネーター1人  

・対象者：会員の家族、グループ、その支援者など 自主管理できる人 

・支出額：２，１６１，６６０円      

  （４）学習、研修、啓発、広報に関する事業（②以下、自主事業） 

① 移動支援事業等従事者養成研修事業（川崎市補助事業 2018年度～） 

     ・内容：川崎市と契約した仕様書に基づき、移動支援事業等への従事者養成のための研修を 

従来どおり年間２回実施しました。 

     ・回数・日程：移動支援事業等従事者養成研修 年２回実施 ９月２８日･１月１９日                

     ・場所：市内の借り会場 生涯学習プラザ 

     ・従事者：コーディネーター 1人 コーディネーター補助 ３人 事務局 1人 

          健康福祉局・障害福祉課およびわになろう会内部講師  ３人  

     ・対象者：一般市民、福祉事業所職員等  受講予定者 ２回合計 ５０人 

     ・支出額：３０１，７５５円     

② 映画と講演のつどい（川崎市教職員組合障害児教育部と共催） 

・内容：障がいへの理解を深めるための取り組みのひとつですが、希望者の多い作品を会場 

に集まって鑑賞できるよう企画しました。いせフイルム自主制作作品「大好き～お母 

さんと奈緒ちゃんの５０年～」を上演。短期間の呼びかけでしたが好評でした。 

・日時：年１回  ２月２３日（日）  ・会場：生涯学習プラザ ４０１会議室 

・従事者：７人   ・参加者数：６１人     

・対象者：会員、障がい児者および家族、教員、一般市民  

・支出額：１００，０００円   

※ 上映費用等は川教組障教部に多大な援助をしていただきました。 

③  進路に関する学習会（川崎市教職員組合障害児教育部と共催） 

・内容：川崎市の中学校卒業生の進路の現状についての報告を聞き、インクルーシブ教育、多 

様化している進路先の情報などの提供と同時に進路選択にあたって大切なことを学び

合う学習会を開催しました。 

・日時：１２月７日（土）  ・会場:生涯学習プラザ３０１会議室  参加者数：６０人 

     ・従事者：６人   ・対象者：後期中等教育に関心のある当事者、家族、教員等 

・支出額： ０円 （会場費、謝金等 川教組障教部負担）     

     ④  講師派遣     

・内容：学校や地域社会の障がい児者理解を深めるため、子育て・教育・福祉のあり方等に 

関する学習会に法人より講師を派遣し、支援のとりくみなどを紹介しました。 

・日時：年間実施 ４回   ・場所：要請を受けたところ（社協、団体、事業所等） 

・従事者：各回１人  ・対象者：当事者、家族、学生、教員、ほか一般市民 

・支出額： ０円      

⑤  特別支援教育担当者実践交流会 

・内容：特別支援教育担当教員のよりよい教育実践への意欲を高めあう目的で、月１回の学 
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習会を実施。実践の交流をおこないました。オンラインでの参加も呼びかけています。 

・日時：毎月第３水曜 19:00～20:30 ・場所：サポートハウス「わにの家」第２ハウス。      

   年間 ６ 回実施  ・従事者：各回２～３人    

・対象者：特別支援教育担当教員、ほかボランティア活動参加者・保護者など 

      ＊現職教員多忙のため参加が減っており、事前出席確認で参加がない場合は休止しました。 

・支出額： ０円    

⑥ 会報発行    

・内容：法人の活動紹介・報告、教育・福祉等に関する情報提供とともに障がい児者に 

関する学校や地域社会の理解を深めるために毎月 1回の発行を続けてきました。 

・日時：毎月 1回 約７７００部印刷 NO.４６２号～４７３号  

 ・従事者：各回８人   

・対象者：会員の他、市内特別支援学校・学級の保護者、教員、関係団体など 

・支出額：２４３，１３６円    

⑦ 福祉健康まつり・ぶらりば秋フェスへの参加 

・日時および場所   

１０月 ぶらりば秋フェス（ＮＰＯ法人ぶらりば）････残念ながら参加出来ませんでした。 

１１月１７日（日） なかはら福祉健康まつり（中原区役所）    

・従事者：会員有志（福健まつり７人） 

 ・対象者：一般市民、障がいのある人やその家族   

・支出額： ０円      

（５） 道路運送法第 78条第 2号による福祉有償運送事業（改正道路運送法に基づく登録事業） 

・内容：徒歩や公共交通機関での移動が困難な人に登録車輌を使い、登録した運転者が送迎 

し、外出を支援しています。２０２２年度から法改正により運転者の酒気帯び運転防 

止の取り組みが厳しくなり、ドライバーの皆さんにはアンコール検知器を配り、乗車 

前に測定した結果を記入してもらうよう報告書を作り替え、チェックを継続して実施 

しています。 

・日時：利用者の希望日 原則として 8:00～20:00   

・登録事務所：「サポートハウスわにの家」 

・対象者：通学・通所や移動支援などの当法人事業の利用者で、車での移送を望まれ、この     

事業についての利用契約を交わした人        

・支出額：４４７，３０８円     

 

 ２）他団体と連携してとりくむ活動  

   ○ 従来どおり、川崎市教職員組合障害児教育部および神奈川県立障害児学校教職員組合等との 

    共同の取り組みを進めました。川崎障害児者問題研究会についてはコロナ禍以来関係者で集ま 

    ることができなくなり活動は中断したままで、今後の方向性についても検討できない状態です。   

   ○ 支援を必要とする人たちのニーズに応えられるよう、他の事業者等関係者、行政担当者と積 

極的に話し合い、諸制度の改善を求めて活動します。参加するネットワークは次のとおりです。 

     ◇NPO法人かながわ移動サービスネットワーク（必要に応じて情報交換･研修受講） 

◇川崎市福祉有償運送運営協議会 （年３回） 2022年度から委員 1名派遣   

     ◇中原区障害者自立支援協議会（年２～３回）2024年度は参加出来ませんでした。    
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     ◇中原区総合子どもネットワーク会議（年間２回）委員 1名参加  

     ◇中原区こどもの発達支援事業検討会（年間２回）委員 1名参加   

      ◇中原区社協ボランティアセンター運営委員会（年間３回）  

   ○ 豊かな地域療育を考える連絡会や放課後連などの当法人の実施事業内容に直接関わりのある 

ネットワークを大切にし、月 1回の定例会などには可能なかぎり主体的に参加、児童期の放課 

後・休日支援や、移動支援などの地域生活を支える制度の充実を求めて活動しました。               

     ◇夏休みを楽しくすごす会 ８月５日（月）～８日（木）中央支援学校 ４日間８団体の出 

演で、参加児数は ３０８人でした。     

     ◇かわさき子どもの権利の日事業 フォーラム １１月２４日（日）中央支援学校 テーマ 

は「相談」参加者は１００名を超えました。 

     ◇障がい児の子育て支援ハンドブックの普及 残部を関係機関に無料配付しました。 

 

その他 特別に担当をおいて諸課題に取り組んできました。 

     〇 衛生管理  〇 ホームページ管理   〇 虐待防止委員会  〇 第三者委員会  

      〇 法人会計 日中一時支援 那須の家、管理・運営 行動援護・移動・あんしん  

 所得税・住民税・社会保険  全体会計ソフト「会計王」管理   


